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昨年に続き、フードドライブキャンペーンを行いまし

た。結果として実施期間は、９月中旬から 10 月末まで

と昨年より長くなりました。 

 先ず、実施した会場は６９ヶ所になりました。市・区

役所ならびに社会福祉協議会での会場数は２４ヶ所。そ

の他、子ども食堂や支援協力団体などの会場で４５ヶ所でした。集まっ

た食品は、右表の通りです。このキャンペーンに協力頂いた団体は下記

の通りです。 

この量は、昨年度 1 年間の寄贈量２６ｔの約 33％です。ちなみに、1

食当り 500ｇとして 17,172 食分の食事の確保に当たります。お米だけで

すと 1食当り 180ｇとして 39,133 食になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重 量 数 量 相当食分 

お米  7,044 kg  289 点 39,133 食 

その他食品  1,542 kg 5,838 点  

合 計 8,586 kg 6,127 点 17,172 食 

ふーどん通信 No.17 201９年 1 月冬号 

発行：NPO 法人フードバンクにいがた事務局 

〒950-0965 新潟市中央区新光町 6－2 

Tel 025―384―4466 Fax 025―384―8224 

E-mail:fbn@roukyou.gr.jp 

長岡センター Tel 090-2142-6119 

県央（三条）センター Tel 0256-34-8960 

柏崎センター Tel 090-3808-0069 

NPO 

県下一斉フードドライブ協力団体様に感謝 （４６団体・敬称略順不同） 

市役所こども政策課、北区社会福祉協議会、東区役所、中央区社会福祉協議会、江南区福祉センター、秋葉区役

所健康福祉課、秋葉区社会福祉協議会、白根健康福祉センター、西区役所、西蒲区役所、阿賀野市社会福祉協議

会、聖籠町社会福祉協議会、新発田市社会福祉協議会、村上市福祉課社会福祉事務所、三条市社会福祉協議会、

三条市水防学習館、見附市社会福祉協議会、燕市社会福祉協議会、柏崎市役所、柏崎市社会福祉協議会、長岡市

社会福祉協議会ともしあ、小千谷市社会福祉協議会、小千谷消費者協会、十日町社会福祉協議会、湯沢町社会福

祉協議会、南魚沼社会福祉協議会、上越市社会福祉協議会、田上町社会福祉協議会、まんまる食堂、こどもの茶

の間、秋葉かけはし、みんなの食堂、めぐみ子ども食堂、わくわく食堂、えんでばよこごし、ゆうやけこどもけ

やき食堂、新潟医療福祉大学、紫竹山小学校 PTA、女のスペースにいがた、晴れる屋就労準備事業所、よろっ

TO ローサ、ささえあいコミュニティ生協にいがた、新潟県労働金庫、NPO 法人新潟県高度情報社会生活支援セ

ンター、新潟県総合生活協同組合、労働福祉協議会、全日本港湾労働組合日本海地方本部新潟支部、ロングラン、

ジェ・シー・インターナショナル、Cocollabo Partty、アートグラフィック新潟、十日町市ライオンズクラブ、

トライネットにじいろカフェはじめ、にいがたナマラエンターテイメント、JU 新潟、コープクルコ、新潟とき

めき生協、みたけ幼稚園、県内のお寺様 10 ヶ寺 

また、農家・個人の方々からもご寄贈・募金を戴きました。ありがとうございました。 

県下一斉フードドライブキャンペーン ありがとう9トンの地域力 
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 にいがたお米プロジェクト出発式 

 18 日、新潟市東区役所で委嘱状をうけとった宅配ボランティアが

米を受け取り、東区内の各家庭に向けて出発しました。 

プロジェクトの二瓶千代喜会長が「子どもの貧困は見えない状況にあ

る。十分な食品を口にできない子どもがいることを肝に銘じ、頑張っ

ていきたい」とあいさつしました。このプロジェクトを米の提供で支

える当団体の高見 優理事長もあいさつに立ちました（下写真）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

当面 1年間は月 1回、東区内のひとり親家庭 100 世帯に米 5㎏を自宅に届ける予定です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂に関心のある方 

子ども食堂ネットワーク 事務局 

電話：03-5365-2296 FAX：03-5365-2298 

メール：info@kodomoshokudou-network.com 

生活困窮者支援に関心のある方 

新潟パーソナルサポートセンター 

電話：025-385-6851 FAX：025-385-6852 

メール：niigata-pscenter@bz04.plala.or.jp 

つながれ 

少しのお金と少しの勇気 

 

11 月 18 日、お米プロジェクト始動 

にいがたお米プロジェクト事務局 TEL 025-250-6785 

 

にいがたワーク＆ライフフォーラム in 上越 

が 10 月 13 日(土)、上越市 市民交流施設「高田

講演オーレンプラザホール」にて開催されました。

当団体は、「食品ロス削減とフードバンク活動」の

タイトルでセッションを持ちました。 

 新しく立ち上がる柏崎センターの説明、食品ロ

スの実態と削減のための私たちが出来る事、そし

て当団体の活動内容と実績等をパワーポイントを

使って説明しました。参加者には熱心に聴いて頂

き、新たな講演依頼も頂きました。 

2018 にいがたワーク＆ライフフォー

ラム in 県央 が 11 月 10 日(土)、三

条市総合福祉センター多目的ホール

にて開催されました。当団体は「共生

社会とフードバンク」のタイトルで理

事長の高見 優が講演を行いました。

そして、新しく立ち上がる県央センタ

ーの設置とお願いを致しました。 

 また、三条、燕地域の五つの子ども

食堂が活動発表を行いました。 

あいさつをする高見理事長 お米を車に積む宅配ボランティアさん 
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当法人は、JR亀田駅付近の就労継続支援 B型「手楽来家（てらこや）」を運営しており、聴覚障害者を中心に

就労・生活支援を行なっています。耳が聞こえないことにより、音声言語でのコミュニケーションが取りにくく、

地域から孤立し、貧困家庭で育った利用者もいます。 

日頃からフードバンク様より、お米やお菓子、お野菜などいろいろなものをいただき、昼食として提供したり、

食材を活用してお菓子作りの訓練を行っています。フードバンク様には月一のペースでお伺いさせていただいて

いますが、毎回ご担当者の方には丁寧に対応され、食材の使い方だけでなく、ご協力いただいている方々の想い

を教えていただき、本当に感謝しております。ご提供いただいた食材を活用し、当施設で利用者さんたちと焼菓

子を作りますが、目をキラキラさせながら楽しい表情をされていますので、一緒に作る職員までも笑顔になりま

す。また、その後、午後のおやつとして配ると、利用者さん全

員へも笑顔の輪が広がっています。利用者さんの中には、午後

のおやつを楽しみにして「毎日あったらいいのにな〜」と要望

される方もいます。お菓子作りの訓練とは言え、「今日作った

お菓子のレシピを知りたい」と自ら、興味を持ち、自宅で試み

ようとする方もいました。 

他者とともに何かを作る作業を通して、他者に関心を持ち、

コミュニケーションを図る機会として、とても貴重な時間にな

っています。こういった活動ができることは、フードバンク様

をはじめ、ご協力いただいている方々のおかげです。本当にありがとうございます。 

今後ともお世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。（事務局 担当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月から野菜の定期供給始めてます（新潟市本部のみ） 

野菜の日は水曜日になりました 

特定非営利活動法人にいまーる            

≪支援企業・団体の紹介≫ 

 

小５に食品ロスの授業 

11 月 21 日、上越大手町小学校 5 年生の授業で講師を務めま

した。子供たちは、事前に食料に関する勉強を行った上で、外

部から講師を招き多面的に勉強をする授業でした。食品ロスの

現状や家庭や自分で出来る事、食品ロスの活用方法と食品廃棄

ロスが招く環境問題についてお話をしました。生徒から素朴な

質問事項が沢山出て楽しい授業になりました。（左写真） 

にいがた・新テーマ型募金にご協力下さい。  

（2019 年 1 月 1 日から 3 月 31 日まで） 税制上の優遇

があります。問合せ先：共同募金会 025-281-5532 

振込料が無料になる専用の用紙があります。 

就労体験：毎年恒例の敬和学園学生による体験

学習を 11 月 12 日から 23 日まで行いました。「この

FB の活動を通して間接的でも人と人とのつながり

ややさしさ・思いやりが生活面でも精神面でも人を

救うのだと思った。」との学びがあったようです。 

冷凍食品（だし巻たまご

など）も提供してます。 
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♡ご協力 ありがとうございます♡ 

 

・・◇今後のフードドライブの予定 ◇・・ 

12・2 月 月 10～20 日 長岡市社協（原則偶数月の 10～20） 

1・3 月 月 10～20 日 ながおか医療生協（原則奇数月の 10～20） 

毎月第一・三水曜日 12:00－13:00  新潟市本庁舎 1階中央コンコース 

毎月第二土曜日 10:00－12:00 新潟市中央区万代シネ・ウインド 

毎月第二土曜日 10:00―12:00 北区豊栄さわやか老人福祉センター 

毎月 20 日   10:00―12:00 南区臼井デイサービス「うすい」内          

毎月第三土曜 10～12 時 新潟市いくとぴあ食花 JA きらきらマーケット内 

毎週月・木  新潟市西区小針 ささえあいコミニテイ生協新潟内 

業務時間内  新潟市秋葉区新津地域交流センター内社会福祉協議会２F  

業務時間内 新潟市東区区役所社会福祉協議会カウンター 

業務時間内 新潟市江南区横越「えんでばよこごし」 

業務時間内 新潟市西区上新栄町「けやき福祉会」 

業務時間内 新潟市中央区社会福祉協議会（古町コシジ会館 3 階）内 

業務時間内 新潟市中央区西堀地下 よろっ to ローサさま内 

業務時間内 新潟市西蒲区社会福祉協議会１F入口 

業務時間内 新潟市南区「白根健康福祉センター」内 

業務時間内 新潟市東区山ノ下「就労準備支援施設 晴れる屋」内 

業務時間内 新潟市中央区鳥屋野ナマラエンターテイメント本社内２F 

この他、寄贈いただいた一般家庭の皆様、生産農家の皆様、フードドライブを開催してくださった皆様、支

援をいただいた会員の皆様に改めまして、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

30 年３月現在 受入施設・団体（敬称略・順不同） 

・地域活動Ｃ石山 ・ライフデザイン・ NPO 子どもセンターぽ

ると・新潟天使園 ・スペースひなた ・たいむ ・SCLLC   

・新潟県、新潟市、長岡市パーソナルサポートＣ・NPO ピュア

はーと ・FLIP・女のスペースにいがた 等の 111 団体 

 

30 年３月現在 食品寄贈団体・企業（敬称略・順不同） 

・ささえあい農場・阿賀野市社会福祉協議会・新潟県労働金

庫・石山味噌醤油(株)・大和ハウス工業(株)・福田組(株) 

・JP 労組ユースネットワーク・五泉市役所 ・粋虎卯会 

・丸栄製粉(株)・亀田製菓(株)・角利産業（株）・新潟市他 

30 年 3 月 1 日現在 団体・個人会員（敬称略・順不同）  （団体会員４７、個人会員 11８名、賛助会員１） 

・阿賀野市社会福祉協議会 ・オフィスサポートきずな ・自立援助ホームたいむ ・新潟県労働金庫 ・燕市 ・連合新潟・

NPO 法人女のスペースにいがた ・（一社）新潟県労働者福祉協議会 ・新潟県総合生活協同組合 ・連合中越地域協議会・全

農林労働組合新潟分会 ・石山味噌醤油(株)・ 菊水酒造(株)・ 有限会社大島鉄工所 ・ＵＡゼンセン原信労働組合・（一財）

新潟県ろうきん福祉財団 ・情報労連新潟県協議会 ・日本郵政グループ労働組合新潟連絡協議会 ・原信(株)・ＮＰＯ法人

スマイルサポート新潟 ・一般社団法人パラシュート ・ワーカーズコープ北陸信越事業本部・新潟県高度情報社会生活支援

センター ・一般社団法人ノブレス・オブリージュ・㈱アートグラフィック新潟 ・新潟市議会新市民クラブ・日本共産党

新潟市議会議員団 ・新潟市議会民主にいがた ・新潟市議会新潟市政クラブ ・新潟市議会公明党 ・ささえあいコミュニ

ティ生活協同組合新潟 他   

30 年 3 月 1 日現在 寄付金（敬称略・順不同）  （２８年 4.1～30 年 3.31）       JU 新潟、 県内各ライオンズクラブ 

小泉直子、粋虎卯会、原信、大西和子、藤由栄子、イオンリテール、日本基督教団新潟教会、敬和学園高校 他多数 

ふーどんの活動日誌 

・9月 30 日、新潟市ボランティアフェアブ

ース出店（真木、本間、石井） 

・10 月 13 日、W&L フォーラム in 上越セッ

ション参加 

・10 月 17 日、BSN ラジオで FB 紹介(真木) 

・11 月 3 日、W&L フォーラム in 長岡参加 

・11 月 10 日、W&L セミナーin 県央参加 

・11 月 18 日、「お米プロジェクト」スター

ト(出発式) 

・11 月 21 日、上越大手町小学校 5 年生の

授業で講師（真木、小池） 

11/14、県庁内にて FD 参加の藤井さん 

藤井みなみさんがさらに５人目のフードバンクにいがた大使に就任  食料格差やフー

ドロスに高い関心を持ち、三ヶ国語がいけて、2018 年度ミス アース ジャパン新潟の彼女です。 


